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産 業 環 境 委 員 会 情 報 連 絡  
令和６年１０月１１日 

件   名 あだち子ども未来起業塾の実施結果について 

所管部課名 産業経済部 企業経営支援課 

内   容 

１ 目的 

子どもの可能性を広げ、未来の起業家育成につなげるため、小学４

～６年生を対象に、グループごとに会社作りから事業計画策定、資金

調達、販売、決算まで、起業の一連の流れの体験学習を実施した。 

２ 概要 

 令和５年度 令和６年度 

日時 

８月５日（土）・６日（日） 

２日間 

午前１０時から午後５時まで 

８月２日（金）～４日（日） 

３日間 

午前１０時から午後５時まで 

会場 足立区勤労福祉会館 足立区勤労福祉会館 

対象 
区内在住、在学の 

小学５・６年生 

区内在住、在学の 

小学４～６年生 

定員 各日２５名（計５０名） 各日２８名（計８４名） 

契約金額 
１，８１５，０００円 

（消費税込） 

１，８１５，０００円 

（消費税込） 

一人あた
り単価 ３６，３００円 ２１，６０７円 

３ 参加者数 

（１）児童（各日定員２８名） 

日程 参加者数 参加者内訳 応募者数 

８月２日

（金） 

２８名 ４年生１１名、５年生９名 

６年生８名 

９１名 

８月３日

（土） 

２４名 ４年生１０名、５年生１３名 

６年生１名 

５４名 

８月４日

（日） 

２５名 ４年生１１名、５年生９名 

６年生５名 

７８名 

※ 「子どもの未来応援優先枠」による申込は１名 

（２）協力 

ア 融資担当（金融機関） 

足立成和信用金庫     延べ３名 

株式会社日本政策金融公庫 延べ２名 

イ 各グループメンター（大学生） 

文教大学・区外大学生  延べ１５名 
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４ 実施内容 

（１）スケジュール 

午前 
起業・事業計画講座／ワーク（商品開発） ５５分 

売上費用、利益の計算／会社設立 ７５分 

午後 

資金調達／サンプル・チラシ作成 ７０分 

プレゼンテーション ３０分 

営業・販売 ３０分 

決算、融資返済／収支報告／修了式 ７０分 

（２）発表された商品・サービス 

当日発表された子どもたちのアイデア（５グループ×３日）を 

一部紹介する。 

ア 持ちやすい傘「らくらくくん」 

荷物が多い人、赤ちゃんがいる人は傘を持つのが大変なので、

持ち手を大きく軽い素材にすることで、持ちやすい傘にする。 

イ ＣＡＮ ＥＡＴ～食べられる洗剤～ 

親が洗い残しで洗剤がついたままの食器に食事を盛り付けて

困るので、口に入れても害のない無味無臭やフルーツ味の洗剤

を開発する。 

５ アンケート結果 

参加児童と保護者へオンラインによるアンケートを実施し、７７

名中５２名より回答があった。 

（１）イベントに参加した感想について（参加児童） 

 

 

 

 

 

 

（２）仮にお子様が起業したいとお話しされた場合、どう感じますか 

（保護者） 
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（３）参加児童からの意見 

ア 起業することが難しいということや、協力して進めることが

大切だと考えられました。チームで楽しく起業できてうれしか

ったです！ 

イ みんなで困っていることを出し合ったり、金融機関からお金

を借りたりできて、大人になったときにとても役に立つかなと

思いました。 

（４）保護者からの意見 

ア 夏休みのとても良い経験だったと思う。初めてのお友達とコ

ミュニケーションを取り、意見をまとめる。そこからお金の流

れを学び、利益を出す。面白い内容だと思いました。 

イ 本物の金融機関の方がいらっしゃっていたのには驚きまし

た。大人にとっても難しい売上や利益など大変勉強になりまし

た。 

６ パネル展示 

今回の児童のアイデアや写真をパネルにして展示を実施した。 

場所：区役所本庁舎１階区民ロビー 

期間：令和６年８月２６日（月）～８月３０日（金） 

 

 

 

 

 

 

 

７ 今後の方針等  

今回が２回目の実施であり、競争入札により事業者が毎年変更と

なる可能性があることから、アンケート結果等を踏まえ、一人当た

りの単価も含めより効果的な事業となるよう改善を進めていく。 
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産 業 環 境 委 員 会 情 報 連 絡  
令和６年１０月１１日 

件   名 「異業種フォーラム２０２４ in あだち」の開催結果について 

所管部課名 産業経済部 産業振興課 

内   容 

１ 目的・概要 

中小企業間の交流を深め、地域産業の活性化を図るとともに、新製

品開発や新技術、新規事業創出のきっかけを作ることを目的として実

施した。 

２ 参加者数 

企業数 ７０社（区内５６社・区外１４社） ６８名 

３ 開催日時 

９月１４日（土） 午後１時～午後４時 

４ 会場 

天空劇場（東京芸術センター２１Ｆ） 

５ 実施内容 

（１）講演 

「『伝わらないプレゼンしていませんか？』～食レポから紐解く 

超時短プレセン術～」 

講師 お笑い芸人 木曽さんちゅう氏 

（２）ワークショップ＆名刺交換会 

参加者が講演の内容を活かしたプレゼンや名刺交換でアピール 

を行う。 

６ 参加者の声 

（１）これまでの名刺交換会より密度が濃かった。木曽さんちゅうさん

の講演およびワークシートのおかげで、みな短時間でＰＲできてい

た。 

（２）木曽さんちゅう講師の説明が分かりやすかった。和やかに楽しい

雰囲気で良かった。 

（３）名刺交換会における各社の持ち時間がもう少し欲しかった。 

７ 今後の方針等 

異業種連絡協議会の定例会で課題等を整理し、来年度の企画に繋げ

ていく。 
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産 業 環 境 委 員 会 情 報 連 絡  
令和６年１０月１１日 

件   名 令和６年度「夏休みものづくり体験」の開催結果について 

所管部課名 産業経済部 産業振興課 

内   容 

１ 目的・概要 

区内の優れた技術を持った企業の製品を知ってもらい、区内のもの

づくりをより一層身近に感じていただき、企業のＰＲの機会とするこ

とを目的として実施した。 

 

２ 実施結果 

開催日 会場 出展者数 定員 参加者数※1 

7/30(火) 勤労福祉会館 7 社 200 人 163 人 

8/6(火) 
ギャラクシティ 

6 社 140 人 106 人 

8/7(水) 6 社 140 人 109 人 

8/8(木) 
天空劇場 

8 社 200 人 161 人 

8/9(金) 8 社 200 人 150 人 

計 － 12 社※1 880 人※2 689 人 

※1 複数日出展を除いた合計出展社数 

※2 応募者多数のため、抽選（申込者数 1,896 人・倍率 2.15 倍） 

 

３ 参加者の声 

（１）全体的に参加人数も混みすぎずで、とても楽しく参加できました。

このようなイベントを開催してくださり、とてもありがたいなと感

じました。 

（２）娘がとにかく目を輝かせながら楽しんでいました。作ってみたい

ものばかりだったそうです。それを見ている親の自分も嬉しかった

です。 

（３）優しく教えて頂けて、１日でいろいろなものづくりが安価に体験

できて楽しかったです。暑さで外で遊べない中、貴重な夏休みの思

い出になりました。 

（４）人気のブースは待ちが発生するので、もう少し種類があると良か

った。 
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４ 出展者の声 

（１）子どもたちの喜ぶ顔を見て、こちらも元気をもらいました。 

（２）初日は、スタッフ人数が足りず、受け入れ人数が限られてしまっ

たが、２日目以降スタッフを増員して対応したことで、多くの人に

体験して喜んでもらえて良かった。 

（３）これからもこのような区のイベントに参加して協力したい。 

 

５ 今後の方針等 

定員の約２倍の応募があった。来年度に向け、事業者の負担を考慮

のうえ、夏休み工場見学、体験会場や実施期間等を検討する。 

 

 



8 

 

産 業 環 境 委 員 会 情 報 連 絡  
令和６年１０月１１日 

件   名 
「第３６回足立伝統工芸品展」「第２１回あだち地場工業製品フェア」

の開催について 

所管部課名 産業経済部 産業振興課 

内   容 

区内伝統工芸品、工業製品を一堂に集め、区内外に広くＰＲする。 

１ 目的 

良質な製品をイベント価格で提供し、実際に使っていただくことで

足立の産業製品に対する優秀性への認識と関心を高め、足立のものづ

くりの普及促進・販路拡大を図る。 

２ 開催日時 

１２月１８日(水)～１９日(木) 午前１０時～午後４時３０分 

３ 会場 

区役所１階アトリウム 

４ 内容 

（１）区内伝統工芸品、工業製品の展示と有償頒布、出展団体・企業の

事業紹介 

（２）出展品目（予定） 

ア 足立伝統工芸品展 

江戸木彫刻、東京手植ブラシ、東京銀器、江戸刺繍、 

東京打刃物、東京籐工芸、東京仏壇、江戸象牙、 

東京本染ゆかた・手ぬぐい等 

イ あだち地場工業製品フェア 

紳士靴・婦人靴、折り紙・塗り絵等、ガーゼ・ベビー服等、 

カレンダー・メモ帳等 

５ 主催 

足立区伝統工芸振興会、足立区工業会連合会、足立区 

６ 今後の方針等 

あだち広報・区ホームページ・ＳＮＳ掲載、チラシ配布、ポスタ

ー掲示し周知していく。 
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産 業 環 境 委 員 会 情 報 連 絡  
令和６年１０月１１日 

件   名 区民農園の利用者募集について 

所管部課名 産業経済部 産業振興課 

内   容 

１ 概要 

  区民農園のうち、令和７年２月５日をもって利用期間が終了となる

農園及び令和７年３月開園予定の農園の利用者を募集する。 

 

２ 募集予定農園 

（１３農園中）８農園、約４５３区画。 

世帯利用（１区画約１５㎡）のみ。 

  ① 伊興三丁目ファーム 

② 大谷田西ファーム 

③ 弘道ファーム 

④ 古千谷本町ファーム 

⑤ 舎人ファーム 

⑥ 花畑西ファーム 

  ⑦ 本木ファーム 

⑧ 入谷第二ファーム(令和７年３月新規開園予定) 

 

３ 対象 

  区内在住者で、利用期間を通じて耕作できる世帯 

 

４ 利用期間 

  令和７年３月上旬～令和９年２月上旬 

 

５ 利用料金 

世帯利用 ６，０００円（年額） 

 

６ 応募の締め切り 

  令和６年１１月８日（金）まで 

 

７ 今後の方針等 

（１）あだち広報１０月２５日号 掲載 

（２）ホームページ掲載、オンライン申請開始 

（３）区民農園利用者募集案内および専用ハガキを所管課窓口・区民事

務所にて配布 



10 
 

産 業 環 境 委 員 会 情 報 連 絡 

令和６年１０月１１日 

件   名 令和６年度ベルモント市への学生使節団派遣の実施結果について 

所管部課名 産業経済部 産業振興課、一般財団法人足立区観光交流協会 

内   容 

 

 

 ６年ぶりに実施したベルモント市への学生使節団派遣に係る実施結果を報

告する。 

 

１ 概要 

（１）実施期間 

   令和６年８月１日（木）～８日（木） ７泊８日 

  ※ ホテル泊１泊、学生のホームステイ５泊、機中１泊 

（２）使節団の人数 

   ２４名 

   うち、学生１６名（※）、工藤副区長（協会会長）、友好都市交流委員

長（使節団団長）、協会職員５名、添乗員（ＪＴＢ） 

  ※ 学生の学年と人数 

 学年 
人数 

平成３０年度 令和６年度 

中学生 

１年生 ４名 １名 

２年生 ４名 ５名 

３年生 ０名 ４名 

高校生 

１年生 ２名 ２名 

２年生 ３名 ２名 

３年生 ０名 ２名 

合 計 １３名 １６名 

  ※ あだち未来枠は平成３０年度：３名、令和６年度：５名 

 

２ 滞在中のスケジュール 

日付 主な訪問先 備 考 

8/1

（木） 

足立区役所 出発場所（8：00） 

成田国際空港 日本出国（11：10） 

↓（シンガポール経由） シンガポール航空 

パース国際空港 オーストラリア入国（23：55） 

※ 深夜に到着するため、使節団
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全員、パース市内のホテルに宿泊

した。 

8/2

（金） 

ベルモント・ハブ 市役所に併設している、図書館、

博物館やカフェがある複合施設を

見学した。 

足立パーク 

※ 姉妹都市提携２０周

年を記念して建設され

たスワン川沿いの公

園。 

オーストラリアで人気のあるクリ

ケットやオーストラリアンフット

ボール（ラグビーのような球技）

を、ベルモント市職員とともに体

験した。 

ウェルカムパーティー 

（グラス・ハウス：市役

所隣接の多目的ホール） 

①学生による自己紹介やアボリジ

ニの方々による演奏等があった。 

②ホストファミリーと学生との懇

談（初対面） 

8/3

（土） 
ホストファミリーとの自由行動 

8/4

（日） 

8/5

（月） 

ベルモントシティカレッ

ジ（日本の高校・大学の

一貫校に相当） 

ベルモント高校の生徒と交流を行

った。 

①体育（オーストラリアンフット

ボール） 

②アボリジニ文化の体験（絵画制

作や顔へのペイント等） 

③日本語クラスの生徒とは、両都

市をイメージしたマスコットキャ

ラクターのデッサンや両国の言語

を教え合うプログラムを行った。 

④学生手作りのパンやスープ等を

いただいた。 

8/6

（火） 

カバシャム・ワイルド・

ライフパーク 

コアラやカンガルー等、オースト

ラリアの固有種などがいる動物園

を見学した。 

ヒラリーズ・ビーチ パース西北にある商業施設が隣接

する海岸。オーストラリアのソウ

ルフードであるフィッシュ＆チッ

プスが提供された。 

8/7

（水） 

キングス・パーク 植物園も併設された公園（東京ド

ーム約８７個分の面積）。アボリジ
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ニの方々によるオーストラリア固

有の植物のガイド案内があった。 

フェアウェルパーティー 

（アロフト・ホテル） 

ロッシ市長から学生たちへの感謝

の言葉があった。また、令和７年

１月の来日に向けての想いや姉妹

都市提携４０周年へのメッセージ

があった。 

パース国際空港 オーストラリア出国（17：10） 

8/8

（木） 

↓（シンガポール経由） シンガポール航空 

成田国際空港 日本入国（8：00） 

足立区役所 正午頃 

 

３ 参加学生の意見・感想（抜粋） 

（１）上手に英会話ができなくても、短い単語や文章、身振り手振りを交え

て伝えようとすると、ホストファミリーもしっかり聞き取りしてくれる。

コミュニケーションで大事なのは、伝わらないのではないかと不安にな

らずに、まずは知っている単語を話すことが重要だと思った。 

（２）学校の文化祭でベルモント市での体験談を発表する。日本語と英語を

交えて、文化の違いやホストファミリーとの交流等の内容を予定してい

る。今回の素晴らしい経験を一人でも多くの生徒に伝えたいと思う。 

（３）オーストラリアはＳＤＧｓに対し高い意識を持っているように感じた。

特に水は大事な資源であることをホストファミリーから教わった。帰国

後、「自分が水の無駄使いをしてこなかったか」「もっと節水できること

はあるのではないか」と考え、意識と行動の変化が出てきた。 

（４）ツアー後、街中で困っている外国人を見かけたら、声掛けできるよう

になった。これからも積極的に手助けをしていきたい。 

（５）私たちはもっと海外のことを学んだ方がよいと感じた。ホストファミ

リーは今回迎え入れるにあたり、日本の文化や歴史など勉強していたよ

うに感じた。 

（６）ホストファミリーとの生活の中で、自分の考えをもっと主張した方が

良かった。たくさんの食事を提供されたが、断り切れなく食事を残して

しまったことに申し訳なさを実感した。ホストファミリーから遠慮はせ

ずに自分の考えを伝えることの大事さを教わった。 

 

４ 今後の方針等 

（１）今回のツアーについて、協会内、友好都市交流委員会、参加学生と振

り返りを行い、次年度に向けた改善点を洗い出していく。 

（２）令和７年１月にベルモント市使節団の受入を予定している。姉妹都市

提携４０周年のため、ベルモント市長、市議等の来日を予定している。 
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産 業 環 境 委 員 会 情 報 連 絡 

令和６年１０月１１日 

件   名 「あだち街フォトコンテスト２０２４」の実施について 

所管部課名 産業経済部 産業振興課、一般財団法人足立区観光交流協会 

内   容 

 

 

１ 目的 

  区内にある名所・旧跡、自然、下町情緒あふれる街並みや風景などの写

真を募集することで、区の魅力を再発見し、区内外に情報発信することを

目的として、「あだち街フォトコンテスト２０２４」を実施する。 

 

２ 概要 

（１）応募期間 

   令和６年１１月１日（金）～令和７年１月３１日（金） 

（２）応募作品について 

   令和６年１月１日以降に区内で撮影した観光スポット、公園、寺社仏

閣や風景等 

（３）応募方法 

  ア 特設サイト（観光交流協会ホームページ内）から応募 

  イ 協会窓口に画像データを記録したＣＤ等と応募票を提出 

 

３ 審査について 

  入賞作品は審査員及び協会会長等の選考で決定する。 

（１）審査員（４名） 

  ア 全日本写真連盟が推薦する会員２名 

  イ 一般社団法人日本写真作家協会が推薦する会員２名 

（２）審査方法 

各審査 審査内容等 

一次審査 全応募作品の中から、審査員それぞれ上位６点を

選定する。 

二次審査 一次審査で選定された作品の中から、審査員によ

り入賞作品を決定する。 
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４ 各賞及び参加賞について 

（１）各賞と賞品 

各賞 賞品 

グランプリ ギフト券３０，０００円分（１名） 

準グランプリ ギフト券２０，０００円分（１名） 

審査員特別賞 ギフト券１０，０００円分（４名） 

協会会長賞 ギフト券１０，０００円分（１名） 

協会事務局長賞 ギフト券 ５，０００円分（１名） 

協会特別賞 ギフト券 ３，０００円分（５名） 

（２）参加賞 

   応募者の中から抽選で６名の方に区内菓子製造業者の詰め合わせお菓

子セットを進呈する。 

 

５ オリジナル学習帳の制作について 

  応募作品の中から２種類の写真を選定し、ショウワノート株式会社とコ

ラボしたオリジナル学習帳を制作していく。制作物は、協会主催イベント

等で配布していく。 

 

６ 今後の方針等 

  区内の魅力ある写真スポットを探索、撮影することを通して、区内周遊

や区外からの来街者獲得を図る。また、投稿写真の中から厳選し、区や協

会のイベントポスター、観光冊子等に活用していく。 
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産 業 環 境 委 員 会 情 報 連 絡 

令和６年１０月１１日 

件   名 「ＴＯＫＹＯ周穫祭２０２４」への出展について 

所管部課名 産業経済部 産業振興課、一般財団法人足立区観光交流協会 

内   容 

 

 

１ 目的 

  公益財団法人東京観光財団が東京一丸となって特産品の販売や観光ＰＲ

を実施し、都民及び都外観光客の誘客拡大を目的として実施する「ＴＯＫ

ＹＯ周穫祭２０２４」への出展参加について報告する。 

 

２ 概要 

（１）日時 

   令和６年１１月１６日（土） 午前１０時～午後６時 

       １１月１７日（日） 午前１０時～午後５時 

（２）場所 

   東京国際フォーラム 地上広場（千代田区丸の内３－５－１） 

（３）イベント内容 

  ア 各自治体の観光情報ＰＲや特産品販売 

  イ 観光疑似体験（ＶＲ体験）やワークショップ等 

  ウ イベント会場周遊スタンプラリー 

（４）出展料 

   無料 

（５）主催者 

   公益財団法人東京観光財団 

 

３ 出展内容（案） 

（１）「大千住マップ」「あだち花小旅ガイドブック」等の観光冊子の配布 

（２）光の祭典のＰＲ 

（３）区内菓子製造業者による菓子類の販売 

 

４ 今後の方針等 

  観光冊子の配布や「光の祭典」のＰＲを行うことで区の魅力を発信し、

来街者の獲得を図る。また、区内菓子製造業者と連携し、お菓子等の販売

を通じて魅力的な商品や店舗をＰＲしていく。 

 

  


